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１ 

小
豆
島
町 

池
田 

小
豆
島
の
文
化
の
発
生
は
、
旧
石
器
時
代
に
遡
り
ま
す
。
古
代
王
権
中
期
の
応
神
天
皇
の
時
代
に
は
吉

備
国
児
島
郡
に
属
し
、
そ
の
後
、
平
安
時
代
の
初
期
よ
り
皇
室
の
御
領
地
と
し
て
南
北
朝
時
代
ま
で
続
き

ま
し
た
。
中
世
を
経
て
、
近
世
初
期
ま
で
は
島
内
は
４
庄
に
分
け
ら
れ
、
池
田
荘
、
ま
た
は
池
田
郷
と
称

え
ま
し
た
。
江
戸
時
代
、
幕
府
の
天
領
地
と
な
り
池
田
郷
は
１
１
ヶ
村
に
分
け
ら
れ
、
天
保
年
間
、 

津
山

藩
の
領
地
と
な
り
ま
し
た
が
、
明
治
１
２
年
（
１
８
７
９
年
）
１
月
３
１
日
池
田
村
戸
長
役
場
を
置
き
、

同
２
３
年
（
１
８
９
０
年
）
２
月
１
５
日
町
村
制
実
施
に
よ
り
細
分
さ
れ
て
い
た
池
田
・
蒲
生
・
中
山
の

３
ヶ
村
も
合
併
し
て
池
田
村
と
称
え
ま
し
た
。
ま
た
、
室
生
・
二
面
も
合
併
し
て
二
生
村
と
称
し
、
同
じ

く
吉
野
・
蒲
野
・
神
浦
の
３
ヶ
村
も
合
併
し
て
三
都
村
と
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
昭
和
４
年
（
１
９
２
９
年
）
５
月
５
日
池
田
村
は
町
制
を
施
行
し
、
池
田
町
と
な
り
、
同
２

９
年
（
１
９
５
４
年
）
１
０
月
１
日
に
は
町
村
合
併
促
進
法
に
よ
り
池
田
町
・
二
生
村
・
三
都
村
を
合
併
、

新
町
名
「
池
田
町
」
と
し
て
発
足
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

町
の
特
産
品
に
は
４
０
０
年
の
伝
統
と
秘
伝
の
技
を
誇
る
名
品
「
小
豆
島
手
延
べ
そ
う
め
ん
」
を
は
じ

め
、
恵
ま
れ
た
温
暖
な
気
候
と
勤
勉
な
農
家
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で
作
り
出
す
「
電
照
菊
」
、
日
本
で
初
め
て

栽
培
に
成
功
し
た
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
「 

オ
リ
ー
ブ
」
、
初
夏
の
甘
酸
っ
ぱ
い
風
味
の
「
レ
ッ
ト
ス
タ
ー
（
ス

モ
モ
）
」
な
ど
、
全
国
に
誇
り
う
る
数
々
の
特
産
品
が
あ
り
ま
す 
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２ 

平
井
兵

ひ
ら
い
ひ
ょ
う

左ざ

衛
門

え

も

ん

終
焉
の
地 

町
指
定
史
跡
（
平
成
５
年
３
月
１
日
） 

延
宝
５
年
（
１
６
７
７
年
）
か
ら
２
年
間
に
わ
た
り
、

備
前
足
守
藩
木
下
利
定
親
子
に
よ
っ
て
小
豆
島
は
徹
底
し

た
検
地
（
注
１
）
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
検
地
に
よ

っ
て
島
の
年
貢
は
倍
と
な
り
、
元
禄
２
年
（
１
６
８
９
年
）

か
ら
こ
れ
ま
で
の
幕
府
の
加
子

か

こ

浦う
ら

（
注
２
）
と
し
て
の
恩

典
が
解
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

窮
乏
し
た
農
民
は
再
三
窮
状
を
幕
府
に
訴
え
ま
し
た
が
、

効
果
な
く
、
そ
こ
で
池
田
郷
の
庄
屋
を
し
て
い
た
平
井
兵

左
衛
門
は
、
正
徳
元
年
（
１
７
１
１
年
）
、
江
戸
へ
出
て
幕

府
勘
定
奉
行
に
年
貢
を
下
げ
て
く
れ
る
よ
う
願
い
出
ま
し

た
。
し
か
し
、
当
時
の
小
豆
島
は
天
領
（
幕
府
の
領
地
）

と
は
い
え
、
高
松
藩
預
か
り
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
高
松
藩
を
無
視
し
た
越
訴

お

っ

そ

（
注
３
）
は
極
刑
に

あ
た
る
と
さ
れ
、
兵
左
衛
門
は
捕
ら
え
ら
れ
て
、
江
戸
か
ら
高
松
、
そ
し
て
小
豆
島
に
連
れ
戻
さ
れ
ま
し

た
。
正
徳
２
年
（
１
７
１
２
年
）
３
月
１
１
日
、
村
内
引
き
回
し
の
う
え
江
尻
浜
で
打
首
・
獄
門
の
刑
に

五 輪 塔  
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処
せ
ら
れ
、
首
は
７
日
間
獄
門
場
に
晒
さ
れ
ま
し
た
。
兵
左
衛
門
３
６
歳
の
時
で
す
。
島
の
人
々
は
彼
を

「
義
人
」
と
よ
ん
で
こ
の
地
に
五
輪
塔
を
建
て
祀
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
村
人
は
、
文
化
８
年
（
１
８
１
１
年
）
兵
左
衛
門
没
後
の
百
年
祭
を
行
い
、
亀
山
八
幡
宮
馬
場

に
「
平
称
霊
神
社
」
を
造
建
、
以
来
今
日
ま
で
、

３
月
初
め
、
祭
礼
を
執
り
行
っ
て
い
ま
す
。 

（
注
１
）
延
宝
検
地 

徳
川
４
代
将
軍
家
綱
の
時
代
延
宝
５
年
（
１
６

７
７
年
）
幕
府
は
、
太
閤
検
地
以
来
８
０
年
間
一

度
も
検
地
を
行
わ
な
か
っ
た
五
畿
内
検
地
業
務
立

の
検
地
を
実
施
し
ま
し
た
。
立
案
者
は
荻
原
重
秀

で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
重
秀
は
、
五
畿
内

の
土
豪
出
身
の
世
襲
代
官
の
妨
害
を
排
す
る
為
、
近
隣
の
諸
大
名
に
検
地
を
行
わ
せ
る
事
を
提
言
し
、
同

時
に
勘
定
所
か
ら
も
巡
検
団
を
派
遣
し
て
現
地
調
査
を
行
う
事
で
、
よ
り
正
確
に
現
地
の
状
況
を
把
握
す

る
事
に
努
め
ま
し
た
。 

（
注
２
）
加
子

か

こ

浦う
ら 

「
加
子
浦
」
は
公
用
船
や
海
路
を
行
く
参
勤
交
代
の
諸
大
名
の
通
船
へ
、
水
や
薪
を
供
給
し
た
り
、
加

義人頌徳之碑  

題字 平沼騏一郎（注４）  

 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/1677%E5%B9%B4�
http://ja.wikipedia.org/wiki/1677%E5%B9%B4�
http://ja.wikipedia.org/wiki/1677%E5%B9%B4�
http://ja.wikipedia.org/wiki/1677%E5%B9%B4�
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%AA%E9%96%A4%E6%A4%9C%E5%9C%B0�
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子
役
（
船
を
こ
ぐ
者
）
を
勤
め
、
労
役
を
課
さ
れ
た
浦
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
地
先

じ

さ

き

漁
業
の
占
有
権
を
認

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

（
注
３
）
越
訴

お

っ

そ 
 

順
序
を
経
な
い
で
、
直
接
上
級
の
官
司
に
訴
え
る

こ
と
で
、
律
令
制
以
降
、
全
時
代
を
通
じ
て
原
則
と

し
て
禁
止
さ
れ
、
特
に
江
戸
幕
府
は
こ
れ
に
厳
罰
を

与
え
ま
し
た
。 

（
注
４
）
平
沼
騏
一
郎
略
歴 

慶
応
３
年
９
月
２
８
日
岡
山
県
津
山
市
生
ま
れ
。

司
法
官
僚
、
政
治
家
、
父
は
津
山
藩
士
。
大
正
１
２

年(

１
９
２
３
年)

第
２
次
山
本
内
閣
司
法
相
と
な
り

ま
す
。
翌
年
貴
族
院
議
員
に
勅
選
、
枢
密
顧
問
官
に

任
命
さ
れ
、
の
ち
枢
密
院
副
議
長
、
議
長
を
歴
任
し
、

昭
和
１
４
年(

１
９
３
９
年)

首
相
に
な
り
ま
し
た
。 

３ 

池
田
の
桟
敷

さ

じ

き 

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
（
昭
和
５
１
年
８
月
２
３
日
） 

池 田 の 桟 敷  

http://www.ndl.go.jp/portrait/datas/213.html�
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亀
山
八
幡
宮
社
殿
か
ら
４
０
０
ｍ
ほ
ど
離
れ
た
場
所
に
、
自
然
の
地
形
を
巧
み
に
利
用
し
た
切
石
積
の

桟
敷
が
あ
り
ま
す
。
規
模
は
長
さ
８
０
ｍ
、
６
～
８
段
の
階
段
か
ら
で
き
て
お
り
高
さ
は
約
１
８
ｍ
も
あ

り
ま
す
。
瀬
戸
の
海
に
面
し
、
自
然
の
地
形
を
巧
み
に
利
用
し
て
、
自
然
石
を
野
面
積
み
に
し
て
あ
り
ま

す
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
野
外
劇
場
を
思
わ
せ
る
桟
敷
の
傑
作
で
も
あ
り
、
亀
山
八
幡
神
社
秋
祭
の
太
鼓
台

や
神
輿
、
大
練
り
を
見
物
す
る
た
め
に
築
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

構
築
年
代
に
つ
い
て
は
立
証
す
べ
き
資
料
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
が
「
奉
縣
當と

う

社し
ゃ

御ご

祭
禮
之
圖

さ

い

れ

い

の

ず

」
か
ら
文

化
９
年
（
１
８
１
２
年
）
以
前
の
構
築
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
桟
敷
の
特
色
は
規
模
の
大
き
さ
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
桟
敷
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
村
の
有
力
者
た
ち
が
占

有
し
て
い
ま
し
た
が
、
後
に
な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
権
を
売
買
で
き

る
し
く
み
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。 

 

４ 

長
勝
寺 
金
陵
山 

阿
吽
院 

（
本
尊 

大
日
如
来
）
小
豆
島

霊
場 

第
３
３
番 

【
木
造
伝

も
く
ぞ
う
で
ん

池
田

い

け

だ

八
幡
本
地
仏

は

ち

ま

ん

ほ

ん

じ

ふ

つ

坐
像

ざ

ぞ

う

】 

重
要
文
化
財
（
大
正
８
年
８
月

８
日
） 

 

本
像
は
亀
山
八
幡
神
社
の
本
地
仏
と
伝
え
ら
れ
、
神
仏
習
合
、
本
地

ほ

ん

じ

木造伝池田八幡本地仏坐像  
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垂
迹
説

す
い
じ
ゃ
く
せ
つ

（
注
５
）
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
意
義
を
持
つ
像
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
八
幡
三
神
（
中

尊
＝
応
神
天
皇
・
向
か
っ
て
左
＝
神
宮
皇
后
・
向
か
っ
て
右
＝
比
売
神
（
亀
山
八
幡
宮
で
は
姫
太
神
）
）
と

そ
の
本
地
仏
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
体
部
は
衣
に
身
を
包
み
両
手
を
胸
前
で
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
右
袖
に

左
袖
を
入
れ
た
姿
で
（
笏
を
持
っ
て
居
た
と
考
え
ら
れ
る
）
造
ら
れ
て
い
て
、
頭
部
の
形
状
は
如
来
・
菩

薩
・
僧
形
の
三
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
頭
部
は
仏
像
に
基
づ
い
て
い
ま
す
が
体
部
は
俗
体
の
姿
を

し
て
い
て
非
常
に
珍
し
い
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
３
体
は
い
ず
れ
も

桧
ひ
の
き

の
木
で
刻
ま
れ
た
丸
彫
の
像
で
、
肉

身
に
は
白
（
胡
粉
）
が
、
衣
の
部
分
に
は
黄
褐
色
（
黄
土
）
が
残
っ
て
い
ま
す
。
如
来
形
や
菩
薩
形
の
面

相
部
の
穏
や
か
な
表
現
や
菩
薩
形
の
髷
の
低
い
こ
と
か
ら
見
て
平
安
時
代
後
期
１
２
世
紀
頃
の
造
像
と
思

わ
れ
ま
す
。 

（
注
５
）
本
地
垂
迹
説 

神
道
と
仏
教
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
、
奈
良
時
代
か
ら
始
ま
っ

て
い
た
神
仏
習
合
（
神
仏
混
交
、
神
と
仏
を
同
体
と
見
て
一
緒
に

祀
る
）
と
い
う
信
仰
行
為
を
、
理
論
付
け
し
、
整
合
性
を
持
た
せ

た
一
種
の
合
理
論
で
、
平
安
時
代
に
成
立
し
ま
し
た
。 

【
梵
鐘
】 

重
要
文
化
財
（
昭
和
４
１
年
６
月
１
１
日
） 

 

こ
の
梵
鐘
は
大
麻
山
の
中
腹
、
滝
水
寺
に
あ
っ
た
も
の
で
す
。
滝
水
寺
は
早
く
に
無
住
と
な
り
、
長
勝

梵  鐘  
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寺
が
兼
帯
し
て
い
た
た
め
現
在
は
長
勝
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
鐘
の
銘
文
か
ら
建
治
元
年
（
１
２
７

５
年
）
に
滝
水
寺
の
鐘
と
し
て
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
河
内
の
国
で
作
成
さ
れ
、
愛
媛
の
石

手
寺
や
興
隆
寺
の
鐘
も
同
時
代
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
河
内
の
国
は
平
安
末
期
頃
か
ら
鋳
物
師
が
全

国
的
に
活
躍
し
、
盛
ん
に
梵
鐘
な
ど
を
作
成
し
て
い
ま
し
た
。 

 

形
は
や
や
細
長
く
、
優
雅
な
鐘
で
、
裾
は
し
ま
り
、
駒
の
つ
め
は
細
く
、
鋳
上
が
り
も
良
く
優
雅
な
形

を
し
て
い
ま
す
。 

【
宝
篋
印
塔
】 

重
要
美
術
品
（
昭
和
１
８
年
１
０
月
１
日
認
定
） 

滝
水
寺
の
本
堂
の
奥
に
あ
る
洞
窟
の
中
に
安
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
高
さ
が
１
．
２
ｍ
あ
り
ま
す
。
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
を
安
置

す
る
塔
で
、
鎌
倉
時
代
に
盛
ん
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
刻
銘
に
よ
り
、

建
武
５
年
（
１
３
３
８
年
）
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

５ 

亀
山
八
幡
宮
（
郷
社
）
祭
礼 

１
０
月
１
６
日 
祭
神 

応お
う

神じ
ん

天
皇

て
ん
の
う 

神じ
ん

功ぐ
う

皇
后

こ
う
ご
う 

姫ひ
め

太お
お

神か
み 

城
山
の
麓
に
建
つ
社
で
、
鳥
居
を
く
ぐ
り
坂
道
に
な
っ
た
参
道
を
行
く
と
、
阿
形
・
吽
形
の
狛
犬
が
迎

え
て
く
れ
ま
す
。
随
神
門
か
ら
広
い
境
内
に
入
る
と
、
重
厚
な
本
瓦
葺
の
唐
破
風
の
拝
殿
が
建
っ
て
い
ま

す
。
小
豆
島
五
社
八
幡
神
社
（
注
６
）
の
う
ち
の
１
社
で
あ
り
、
応
安
４
年
（
１
３
７
１
年
）
の
棟
札
が

宝篋印塔  
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発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
今
讃
岐
名
勝
図
会
に
は
「
祭
神
応
神
天
皇
他
二
神 

延
長
四
年
（
９
２
６
年
）

の
創
建
で
本
郡
五
社
の
一
で
あ
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
て
、
重
要
民
俗
文
化
財
の
桟
敷
が
境
内
に
あ
り
ま

す
。 

 

本
殿
の
横
に
は
県
の
保
存
木
で
あ
り
、
町
指
定
の
天
然
記

念
物
（
昭
和
５
８
年
４
月
２
７
日
）
槙し

ん

柏ぱ
く

（
樹
高
１
８
ｍ
）

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
槙
柏
は
、
地
上
１
０
ｍ
の
高
さ
か
ら
頂

上
に
か
け
て
、
落
雷
の
た
め
枝
張
り
が
少
な
く
、
裸
木
に
な

っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
人
々
に
古
く
か
ら
御
神
木
と
し
て
大

切
に
さ
れ
て
お
り
、
樹
齢
は
４
０
０
年
以
上
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
周
辺
に
は
真
柏
、
ウ
バ
メ
ガ
シ
な
ど
多
種
類
の
木
々

が
見
ら
れ
ま
す
。 

（
注
６
）
小
豆
島
五
社
八
幡
神
社 

 

応
神
天
皇
が
小
豆
島
遊
行
の
際
、
宿
泊
し
た
と
さ
れ
る
由

緒
あ
る
地
に
建
っ
て
い
ま
す
。 

伊
喜

い

ぎ

末す
え

八
幡
神
社
（
土
庄
）
・
渕
崎
八
幡
神
社
（
土
庄
）
・
亀
山
八
幡
宮
（
池
田
）
・
内
海
八
幡
神
社
（
内

海
）
・
福
田
八
幡
神
社
（
内
海
）
の
５
社 

亀山八幡宮  
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【
香
川
県
神
社
誌
】
に
左
記
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。 

郷
社
龜
山
神
社 

延
長
四
年
（
紀
元
一
五
六
八
）
八
月
一
六
日
の
肇
祀
に
し
て
應
神
天
皇
御
遊
幸
の
奮
蹟
に
男
山
よ
り
勧
請

奉
祀
せ
し
も
の
に
て
池
田
八
幡
宮
と
奉
稱
せ
さ
れ
、
小
豆
島
五
社
八
幡
宮
の
一
な
り
。
日
本
書
紀
應
神
天

皇
二
十
二
年
の
條
に
『
天
皇
便
自
淡
路
轉
以
幸
吉
備
遊
千
小
豆
島
』
と
あ
り
。
即
ち
四
海
村
伊
喜
末
に
御

上
陸
の
後
池
田
の
里
に
御
遊
幸
あ
り
て
、
生
田
の
森
に
五
十
甕
を
つ
く
り
て
島
魂
神
大
野
手
比
賣
命
及
び

式
甕
槌
神
、
豊
玉
姫
神
を
御
親
祭
遊
さ
れ
る
。
生
田
森
は
現
今
の
お
旅
所
に
相
當
し
永
く
こ
の
地
に
御
親

祭
に
か
か
る
神
々
を
祀
り
し
神
社
あ
り
た
り
と
云
ふ
。
池
郷
氏
神
略
由
来
記
（
寛
政
甲
寅
秋
平
井
揚
記
）

に
『
男
山
妙
美
井
正
八
幡
武
大
神
當
郷
に
移
し
奉
る
そ
の
濫
觴
を
慎
み
尋
に
宇
多
天
皇
第
四
の
皇
子
敦
實

親
王
御
領
地
に
し
て
醍
醐
天
皇
の
御
宇
八
幡
式
大
神
の
御
託
宣
に
ま
か
せ
本
社
造
営
も
ち
て
干
時
延
長
四

丙
戌
年
八
月
十
有
六
日
當
山
遷
宮
奉
る
こ
れ
に
よ
り
て
今
に
至
る
ま
で
毎
年
八
月
中
の
十
六
日
祭
禮
執

行
・
・
・
・
・
當
山
の
形
萬
年
の
齢
を
た
も
つ
毛
龜
の
ご
と
く
な
る
に
よ
り
て
寶
龜
山
と
號
す
』
と
あ
り
。

延
長
年
間
男
山
よ
り
奉
遷
の
際
神
主
田
村
彦
兵
衛
藤
原
利
屋
彼
の
地
よ
り
供
奉
し
來
り
子
孫
連
綿
と
し
て

明
治
維
新
に
及
べ
り
と
。
又
氏
子
に
須
佐
美
氏
あ
り
、
そ
の
先
は
生
田
鉢
伏
山
の
城
主
に
し
て
古
く
よ
り

當
地
に
住
し
代
々
崇
敬
厚
く
社
殿
の
造
営
に
盡
力
せ
り
。
古
記
録
は
多
く
亡
失
し
詳
な
ら
ざ
れ
ど
も
應
安

四
年
の
棟
札
あ
り
。
其
の
ご
嘉
永
五
年
、
明
治
十
五
年
、
同
三
十
三
年
の
修
理
を
經
て
現
今
に
至
る
。
當
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社
の
本
地
佛
三

軀
は
明
治
二
年
同
村
長
勝
寺
に
移
さ
れ
後
國
寶
と
な
れ
り
。

 

明
治
四
十
年
九
月
二
十
一
日
神し

ん

饌せ
ん

幣
帛

へ
い
は
く

共
進

き
ょ
う
し
ん

神
社

じ
ん
じ
ゃ

（
注
７
）
に
指
定
せ
ら
れ
る
。
（
玉
藻
集 

小
豆
郡
誌 

小
豆
島
八
幡
宮
五
社
由
来
記 

池
田
郷
氏
神
略
由
来
記
） 

（
注
７
）
神
饌
幣
帛
共
進
神
社 

官
幣
社
は
祈
年
祭
・
新
嘗
祭
・
例
大
祭
に
は
、
皇
室
か
ら

の
幣
帛
料(

神
前
に
供
え
る
も
の
の
総
称)

が
供
進
さ
れ
ま
し

た
。 

古
く
は
神
祇
官
か
ら
幣
帛
を
捧
げ
た
神
社
で
、
明
治
以

降
は
宮
内
庁
か
ら
幣
帛
を
共
進
し
た
神
社
で
す
。 

 

６ 

釈
迦
堂 

明
王
寺 

重
要
文
化
財
（
明
治
４
０
年
５
月
２
７
日
）
（
本
尊 

釈
迦
如
来
）
小
豆
島

霊
場 

第
３
６
番 

も
と
は
高
宝
寺
の
釈
迦
堂
で
し
た
が
、
江
戸
時
代
の
は
じ
め
に
は
無
住
と
な
り
、
明
王
寺
が
兼
務
し
管

理
の
堂
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
お
堂
は
簡
素
な
が
ら
室
町
時
代
の
特
徴
を
表
現
し
、
明
治
４

０
年
に
「
特
別
保
護
建
造
物
」
に
指
定
さ
れ
現
在
は
重
要
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

正
面
３
間
、
奥
行
４
間
、
寄
棟
造
り
本
瓦
葺
の
建
物
で
、
内
陣
の
中
央
に
禅
宗
様
の
須
弥
壇
を
置
い
て

い
ま
す
。
前
面
中
央
に
一
間
の
向
拝

こ
う
は
い

（
注
８
）
が
付
き
、
周
囲
に
縁
を
巡
ら
し
て
い
ま
す
。
棟
札
に
よ
る

亀山八幡宮の真柏  
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と
、
大
永
２
年
（
１
５
２
２
年
）
４
月
に
池
田
湾
に
面
し
た
小
山
に
城
を
築
い
て
い
た
豪
族
須
佐
美
元
安

入
道
成せ

い

椿ち
ん

が
大
願
主
と
な
っ
て
着
工
し
、
天
文
２
年
（
１
５
３

３
年
）
４
月
に
完
成
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

（
注
８
）
向
拝 

神
社
仏
閣
の
本
堂
の
正
面
玄
関
な
ど
に
屋
根

が
せ
り
出
し
て
る
部
分
を
い
い
ま
す
。 

そ
こ
か
ら
御
本
尊
に
向

か
い
礼
拝
す
る
こ
と
で
こ
う
呼
ば
れ
ま
し
た
。 

 

７ 

池
田
の
七
不
思
議 

一 

本
堂
の
瓦
に
は
コ
ケ
が
生
え
な
い 

 
 

明
王
寺
釈
迦
堂
に
全
部
で
十
個
の
鬼
瓦
が
あ
る
が
、
そ
の

う
ち
南
西
に
あ
る
龍
の
形
を
し
た
鬼
瓦
だ
け
は
室
町
時
代

よ
り
コ
ケ
が
生
え
た
こ
と
が
な
い
。 

二 

八
幡
さ
ん
の
境
内
に
は
草
が
生
え
な
い
。 

 
 

郷
社
亀
山
八
幡
宮
の
境
内
に
は
草
１
本
生
え
た
事
が
な
い
。 

三 

目
洗
い
の
池
の
水
位
が
池
田
湾
の
干
潟
の
潮
位
と
一
致
す
る
。 

 
 

西
の
滝
か
ら
西
方
頂
上
付
近
に
あ
る
弘
法
大
師
ゆ
か
り
の
小
池
の
水
位
が
池
田
湾
の
干
満
と
同
時
に

釈 迦 堂  
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上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
す
る
。 

四 

龍
頭
の
松
に
光
が
止
ま
る
。 

 
 

大
晦
日
の
夜
、
瀬
戸
内
の
海
中
に
あ
る
竜
宮
城
か
ら
光
が
昇
り
、
西
の
滝
に
あ
る
龍
頭
の
松
に
止
ま

る
。 

五 

応
神
天
皇
の
腰
掛
け
石
に
腰
を
掛
け
る
と
腹
痛
が
起
こ
る
。 

 
 

半
坂
の
海
岸
に
応
神
天
皇
が
来
島
し
た
と
き
腰
掛
け
た
石
が
あ
っ
た
。
そ
の
石
に
座
っ
た
り
す
る
と

腹
痛
が
起
こ
っ
た
。 

六 

ア
カ
の
川
に
ど
こ
か
ら
か
水
が
湧
き
出
る
。 

 
 

自
然
の
隙
間
の
な
い
岩
盤
を
敷
き
つ
め
た
井
戸
の
底
か
ら
ア
カ
の
水
が
湧
き
出
て
く
る
。 

七 

池
田
の
田
に
は
、
レ
ン
ゲ
が
生
え
な
い
。 

 
 

昔
か
ら
池
田
本
村
だ
け
は
、
レ
ン
ゲ
の
花
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。 
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